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募　
　

集

善意をありがとう
　学校教育、子育て支援に役立ててくださ
いと町に寄附がありました。
11/11 神川町民生委員・
 児童委員協議会
 遊具セット・麦茶セット
11/18 植竹第四親睦ゴルフ会
 10,000円
11/25 神川町商工会青年部
 コピー用紙　５万枚

ご協力ありがとうございました。

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　

学
校
、
病
院
、
工
場
、
事
業
所
、

店
舗
そ
の
他
多
数
の
者
が
出
入
し
、

勤
務
し
、
又
は
居
住
す
る
建
物（
不

特
定
の
者
を
収
容
す
る
建
物
は
30
人

以
上
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
社
会

福
祉
施
設
等
は
10
人
以
上
、
そ
の
他

の
建
物
は
50
人
以
上
）に
は
、
消
防

法
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
防
火
管

理
者
を
置
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

区
分　

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
時 

２
月
17
日（
水
）・
18
日（
木
）

　

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
４
時
50
分

場
所　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

　

本
庄
市
西
富
田
１
０
１
１
‐
３

申
込
期
間 

２
月
１
日（
月
）〜
５
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

申
込
み　

申
込
書
に
証
明
写
真（
縦

２
・
５
㎝
×
横
２
・
０
㎝
）を
添
付

し
、
教
材
費
４
，０
０
０
円
を
添

え
て
直
接
窓
口
へ

※
定
員
１
０
０
名
に
な
り
次
第
締
切

※
申
込
書
は
、
消
防
本
部
及
び
各
消

防
署
で
配
布
。
HP
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

h
ttp
://w
w
w
. ko
d
am
ako
u
iki.jp

申
込
み
・
問
合
せ

本
庄
市
児
玉
町
蛭
川
９
１
５
番
地
１

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
４
９
５
‐
７
２
‐
４
６
５
４

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
22
年
度
第

１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ

な
ど
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が

ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目

的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
か
た
が

学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間　

２
月
28
日
ま
で

問
合
せ　

放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８
‐
６
５
０
‐
２
６
１
１

h
ttp
://w
w
w
.u
-air.ac.jp

日
時　

１
月
27
日
（
水
）
午
前
７
時
〜
９
時

内
容　

蛍
光
管（
電
球
除
）、体
温
計（
水
銀
入
）、

乾
電
池

注
意　

袋
や
箱
に
入
れ
た
ま
ま
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
電
球
や
割
れ
た
蛍
光

管
は
危
険
防
止
の
た
め
新
聞
紙
な
ど
で

包
み
、不
燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
業
務
用
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
！

【
収
集
場
所
】

問
合
せ　

経
済
環
境
課　
　
　

☎
０
４
９
５
‐
７
７
‐
０
７
０
３

支
所
地
域
総
務
課　

☎
０
２
７
４
‐
５
２
‐
３
２
７
１

有
害
ご
み

有
害
ご
み
のの
分
別
収
集

分
別
収
集
を
行
な
い
ま
す
！

を
行
な
い
ま
す
！

行政区名 収集場所
新 宿 寄島公民館
池 田 泉徳寺前（元火の見下）
二 ノ 宮 青柳駐在所東
新 里 多目的集会所
前 組 徳万屋北
中 新 里 中新里集落センター
小 浜 小浜集会所（小松神社）
貫 井 観音堂
植 竹 日枝神社西側ごみ収集場所
肥 土 中肥土集会所
関 口 池上神社境内
四 軒 在 家 万日堂
元 阿 保 公会堂
八 日 市 八日市集会所
原 新 田 原新田集会所
熊 野 堂 ３班ごみ収集場所
元 原 元原集会所
渡 瀬 本 町 戒藏寺入口ごみ収集場所
渡 瀬 仲 町 コミュニティー集会所
渡 瀬 上 町 木宮神社境内
下・上阿久原 阿久原センター
矢 納 矢納センター
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こ
の
双
体
道
祖
神
は
、
渡
瀬
の
御み

嶽た
け
お
お
と
う
げ

大
峠
に
あ
っ
た
も
の
を
、
盗
難
の

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
展
示
室
に
移
し

た
も
の
で
す
。

　

か
つ
て
渡
瀬
の
水み

ず
か
み上

か
ら
御
嶽
大

峠
に
出
て
、
法ほ

う
ら
く
じ

楽
寺
・
金
鑚
神
社
へ

下
り
、
金
屋
か
ら
児
玉
へ
至
る
生
活

道
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
使
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
峠
に
は
今
も

庚こ
う
し
ん
と
う

申
塔
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

道
祖
神
と
は
、
悪
霊
の
進
入
を
防

ぐ
た
め
に
、
道
の
辻
や
村
の
境
な
ど

に
ま
つ
る
神
で
、
塞さ

え

の
神
、
道ど

う
ろ
く
じ
ん

陸
神

と
も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
旅
の
神
・
道
の
神
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
人
の
一
生
を
旅
に
た
と

え
て
、
子
供
の
成
長
や
子
宝
祈
願
、

男
女
和
合
の
神
と
し
て
の
性
格
を
も

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
信
仰
は
全
国
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
が
、
石
塔
を
た
て
る
地
域
は
東

日
本
に
多
く
、
形
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

特
に
男
女
が
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の

を
双
体
道
祖
神
と
い
い
ま
す
。

　

展
示
品
は
、
舟
形
を
し
た
石
に
男

女
の
浮
き
彫
り
が
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
向
か
っ
て
左
側
が
女
性
で
瓢
ひ
ょ
う
た
ん箪

の
徳と

っ
く
り利

を
、
右
側
の
男
性
が
円
形
の

盃さ
か
ず
きを

も
ち
、
仲
良
く
寄
り
添
っ
て

い
る
祝

し
ゅ
う
げ
ん
ぞ
う

言
像
で
す
。高
さ
は
五
五
㎝
、

幅
は
三
五
㎝
で
台
座
を
含
め
た
高
さ

は
六
八
㎝
で
す
。
年
代
は
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
後
半
頃
に

た
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

町
内
に
は
六
基
の
所
在
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
三
基
を
残

す
の
み
で
す
。

【
問
合
せ
】

生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当

　

☎
０
４
９
５
‐
７
７
‐
２
５
５
９

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
成
人
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た

ら
大
人
の
仲
間
入
り
。
国
民
年
金
に

も
加
入
し
ま
す
。加
入
の
手
続
き
は
、

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
で
行
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

　

年
金
額
は
物
価
の
変
動
を
反
映
し

ま
す
。
現
在
の
貨
幣
価
値
は
、
長
い

な
い
の
で
収
入
が
な
く
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
い
か
た
が
い
る
か
と
思
い

ま
す
。
そ
の
か
た
の
た
め
に
特
例
制

度
や
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
年
金
は
一
生
、
長
い
お

付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。
納
め
ら
れ

な
い
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
民
生
活
課

　

☎
０
４
９
５
‐
７
７
‐
２
１
１
２

支
所　

地
域
総
務
課

　

☎
０
２
７
４
‐
５
２
‐
３
２
７
１

熊
谷
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
８
‐
５
２
２
‐
５
１
５
８

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

　

平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
額
１
４
，６
６
０
円
で
す
。

　

納
付
方
法
に
は
、
①
納
付
書
で
納

付
、
②
口
座
振
替
、
③
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
④
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

納
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
も
っ
て
保
険
料
を
納
め

る
前
納
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と

保
険
料
が
割
引
さ
れ
大
変
お
得
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

　

新
し
く
成
人
さ
れ
た
か
た
の
中
に

は
、
学
生
で
あ
っ
た
り
、
働
い
て
い

将
来
変
わ
ら
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま

せ
ん
。
物
価
の
上
昇
に
よ
り
今
の
貨

幣
価
値
が
目
減
り
す
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
公
的
年
金
は
、
物
価
の
変

動
に
合
わ
せ
て
年
金
額
が
決
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
生
涯
安
心
で
す
。

　

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま

す
。
公
的
年
金
の
保
障
は
老
後
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
入
中
に
事
故

や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
場
合
は
障

害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、
死
亡
し

た
場
合
、
そ
の
遺
族
に
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

あ
な
た
の
人
生
を
大
き
く
サ
ポ
ー
ト

文
化
財
展
示
室
を
見
る
⑫

̶
 

双そ
う
た
い
ど
う
そ
じ
ん

体
道
祖
神 ̶


